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精度管理事業部の活動について

新型コロナウイルス感染症の流行によって、これまでの非日常が日常
となり、それは、精度管理事業にも大きな影響を与えました。近年の愛
知県臨床検査精度管理調査を振り返ってみると、愛知県臨床検査技師会
の特色ともいえる結果検討会や総合報告会の集合開催を見合わせつつ
も、何とかサンプルサーベイは継続して行ってまいりました。その中で、
今年度から遺伝子・染色体検査部門において SARS-Cov-2核酸増幅検
査を新規調査項目として新たに取り入れ、愛知県の精度管理事業はコロ
ナ禍においても着々と前進しております。

さて、今年度の愛知県臨床検査精度管理調査は157施設から参加申
込をいただき、これまでで最も多くの施設にご参加いただきました。
2018年12月1日には「医療法の一部改正」が施行され、精度管理の重要
性が広く認識されているのだと感じているところであります。また、冒
頭にも記しましたように、本年度は SARS-Cov-2核酸増幅検査を実施
し、60施設と非常に多くの施設にご参加いただきました。新型コロナ
ウイルス感染症が流行し僅か3年の間に、小規模施設から大規模施設ま
で、広くコロナウイルスの PCR 検査が浸透した時代背景を感じるとこ
ろでもあります。

コロナ禍において、過去2年間は集合開催を見合わせておりました結
果検討会を本年度より再開することと致しました。これまでと比較し施
設数を絞っての開催ですが、顔を突き合わせてお話させていただくこと
で、より多くの情報をもち返っていただき自施設の精度の向上にお役立
ていただきたいと思っております。また愛知県臨床検査技師会では、昨
年よりホームページに「精度保証コンセルジュ」を開設し、精度保証に関
する相談を受け付けておりますので、ぜひ、ご活用ください。

精度管理事業は手引書、設問の作成から目標値設定、評価設定まで、
精度管理事業部員のみならず、多くの方々のご協力のもと成り立ってお
ります。各研究班班員のみなさま、賛助会員のみなさま、有識者のみな
さま、この場をお借りして深く感謝申し上げます。また、参加いただく
ご施設様におかれましても、よりよい精度管理事業を実施していくため、
今後もご意見などいただけますと幸いに存じます。

最後に、本年度の活動も総括集発行と精度管理調査報告会の開催を残
すのみとなりました。本年度の総合報告会は、ウインクあいちでの集合
開催を検討しております。精度管理事業部一同、多数のご参加を心より
お待ち申し上げます。

精度管理事業部　部長　齊藤　翠



地 区 だ よ り

一宮市立市民病院は、昭和11年に一宮市診療所として
開設され、昭和20年に戦火にて全焼、戦後の昭和24年に
現在地に移転して35床の病院として再出発しました。平
成22年には愛知県立循環器呼吸器病センターと統合し、
現在は29診療科、病床数594床の地域の拠点病院として、
循環器医療・救急医療・がん診療・周産期医療等の急性期
医療を提供しています。平成19年より地域がん診療連携

拠点病院の指定を受け、医療機関との連携を推進するとともに地域医療の水準向上に努めています。
また、第二種感染症指定医療機関として新型コロナウイルスの国内発生初期から対応にあたり、当地域の感染

対策の拠点としての役割を果たしています。

さて、そんな当院が位置する一宮市は、繊維の町として知られていますが、その歴史は古く、平安時代にまで
さかのぼり、江戸時代には縞木綿や絹織物の生産地として広く知られていました。毎年7月に行われる「おりも
の感謝祭一宮七夕まつり」は、日本三大七夕まつりの一つと称され、今年も感染対策に考慮して無事に執り行う
ことができました。まだ先の話ですが、来年は令和5年7月27日㈭～30日㈰の予定です。一度遊びに来てください。

次に、一宮モ－ニングが有名でしょうか。ドリンク代だけでやたらと品数が多かったり、一日中モ－ニングを
提供するお店があったりと、食べる価値ありだと思います。

そして、今回紹介したいのが、この一宮が「承久の乱」に深い関わりがあったということ。
「承久の乱」とは、1221年に起きた朝廷と鎌倉幕府による武力衝突です。この戦いを幕府方の勝利に導く軍議

が行われた場所こそが、「尾張国一宮の辺」真清田神社周辺です。
この戦いによって、武家が朝廷より有意に立つことになり、以

降、明治維新までの600年以上、武家政権の優位を決定づけた歴
史的な戦いでした。

現在、市制100周年 +1記念事業として、「承久の乱」と一宮市の
関わりを紹介するパネル展示を、尾張一宮駅前ビル1階コンコ－
スと真清田神社（宮前三八市広場）にて行っています。（令和5年1
月13日㈮まで）

コロナ禍で密になるのは難しいですが、是非 “ 一宮モーニング
からの歴史探訪ウォ－キング ” をしてみてはいかがでしょうか。

尾張西地区
一宮市立市民病院　臨床検査室　溝口　奈美

愛臨技HP　求人情報掲載
愛臨技HPに臨床検査技師求人情報の

掲載を始めました。
掲載を希望される会員は、愛臨技HP

会員サイト内「各種手続き」、「求人掲載依
頼」画面にて必要事項を入力、求人票登
録をお願いいたします。

なお、求人掲載は施設会員のみとしま
すが、求人情報は会員以外でも閲覧可能
です。

詳細は愛臨技HPにてご確認ください。

メールアドレス登録と受信設定のお願い
令和4年度定時総会でご案内のとおり、2023年4月号から

の紙面によるらぼニュースの廃止に向けて、現在、会員向け
にメールでのWeb版らぼニュースを配信しています。登録
メールアドレスの変更がありましたら、日臨技会員ページよ
りご変更をお願いいたします。また、迷惑メール防止の受信
設定をされている方は、下記のメールアドレスからの受信が
できるよう、設定のほどお願いいたします。今後一層のホー
ムページ及びWeb版での情報提供の充実を予定しておりま
す。ご理解とご協力をいただけますようお願い申しあげます。

jamt_pref23@sys.jamt.or.jp

（一宮市役所HPより引用）
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【テーマ】「極！泌尿器領域」 「CD3抗体免疫染色サーベイ」
【日　時】令和5年2月25日㈯

12時20分～26日㈰12時00分
【場　所】修文大学

〒491-0938　愛知県一宮市日光町6番地
【定　員】100名
【受講料】8,000円
【生涯教育】専門教科30点
【申込期間】令和4年10月24日㈪～令和5年1月27日㈮
【日　程】令和5年2月25日㈯（1日目）
講演１『泌尿器領域の検体処理・検鏡の進め方（仮）』

大阪労災病院　三村　明弘
講演２『泌尿器細胞診　典型例・困難例（仮）』

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院

瀬古　周子
講演３『泌尿器領域の臨床　診断から治療（仮）』

小牧市民病院　泌尿器科　上平　　修
スイーツセミナーおよび機器展示
講演４『上部尿路の病理（仮）』

桑名市総合医療センター　病理診断科　白石　泰三
【日　程】令和5年2月26日㈰（2日目）
講演５『下部尿路の病理（仮）』

愛知医科大学病院　病理診断科　都築　豊徳

休憩および機器展示
講演6『CD3抗体サーベイ結果報告（一次サーベイ）』

公立陶生病院　川本　洋平
講演7『CD3抗体サーベイ結果報告（二次サーベイ）』

公立西知多総合病院　稲垣　裕介

【研修会事務局】
〒489-8642　愛知県瀬戸市西追分町160番地

公立陶生病院　病理診断科　柚木　浩良
TEL・FAX：0561-86-0567
E-mail：yugi3149@tosei.or.jp

※本研修会は認定病理検査技師指定研修会（A80点）、
日本臨床細胞学会クレジット（JSC 7単位、IAC 8
単位）が取得できます。

令和4年度 中部圏支部病理細胞検査研修会 開催案内
主催：（一社）日本臨床衛生検査技師会　中部圏支部　実務担当技師会：（公社）愛知県臨床検査技師会

基礎教科：20点（レポートを提出した会員に限る）
閲覧期間：令和5年1月7日㈯～22日㈰
参加方法：日臨技 HP から事前参加登録 

令和4年12月3日㈯～令和5年1月5日㈭
＊視聴方法は後日メールにて配信 

参加費用：なし
レポート：令和5年1月28日㈯　締切
配信方法：オンデマンド配信
テ ー マ：インシデントから学ぶ医療安全対策 ～Part2～
講　　師：
１．病理検査におけるインシデント事例

名古屋市立大学医学部附属東部医療センター　藤本　美沙
２．微生物検査におけるインシデント事例

愛知医科大学病院　高山　美奈

３．外注検査におけるインシデント事例
胎児生命科学センター　鈴木　翔太

４．検査室におけるインシデントの特徴
公立陶生病院　鈴木　秀幸

司　　会：公立陶生病院　石原誉志美
内　　容：インシデント報告はアクシデント発生原因

の背景にある問題点や課題を洗い出し、分析評価す
るために重要であり、医療事故の防止さらには「良
質な医療の提供」につながります。

本研修会では昨年度の続編として病理検査部門、
微生物検査部門、外注検査部門における事例を紹介
するとともに、検査室で起こりうるインシデントの
特徴についてお話しさせていただきます。事例を通
して知識を深め、医療安全に対する意識を高めて、
日常業務における医療事故防止にお役立てくださ
い。多数のご参加をお待ちしております。

尾張東地区

地 区 研 修 会

32022.12



会員の業績紹介の一つの方法として、らぼニュースにて論文、書籍執筆（分担執筆を含む）など
の紹介掲載を受け付けます。自薦・他薦は問いません。

掲載を希望される方は愛臨技 HP【会員サイト】（各種手続き）に申請書、手続き方法を掲載して
ありますのでご覧いただき、お申し込みください。 愛臨技HP

会員執筆物の紹介原稿募集します！

記

【申し込み】　令和5年1月1日㈰～20日㈮に日臨技 HP 会員専用サイトから事前申込が必要です。
現地開催：愛臨技会員限定で50名まで（先着順）
オンデマンド配信：WEB 配信にて閲覧（定員制限なし）

【閲覧方法】　現地開催：令和5年1月29日㈰　13：00～16：00
オンデマンド配信：令和5年2月11日㈯～22日㈬まで YouTube 閲覧

【開催場所】　リップルスクエア　名古屋市東区東桜1-1-10 アーバンネット名古屋ビル20F
【参 加 費】　無料
【配信方法】　事前申込者（オンデマンド配信）には、閲覧開始前までにメールで連絡致します。
【生涯教育】　専門　20点

注）オンデマンド配信では、レポート提出された会員のみ点数が付与されます。動画閲覧後
Google フォームにてレポート入力し返信してください。最終締切は2月23日㈭とさせていた
だきます。現地開催参加の会員は、レポート提出不要です。

【講演内容】
「高齢者領域の検査解釈」

司会　愛臨技理事　犬塚　斉
・加齢に伴う検査データの変化
・R-CPC

［コメンテーター］� 医療法人青山病院　平田　基裕
� 胎児生命科学センター　鈴木　翔太
� JA 愛知厚生連　豊田厚生病院　藤田　啓介
� 社会医療法人大雄会　総合大雄会病院　鈴木健太郎

�日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　熊谷　　優
� JA 愛知厚生連　稲沢厚生病院　中島　裕人
� JA 愛知厚生連　海南病院　伊藤　直之
� 愛知県がんセンター　尾関　順子
特別講演� 司会　愛臨技理事　神野　洋彰

「高齢者の栄養管理」
� 名古屋掖済会病院　管理栄養士　取越　清志

「褥瘡の予防と管理」
� 春日井市民病院  認定看護師　横井さつき

【問合せ先】　春日井市民病院　臨床検査技術室　神野　洋彰　TEL：0568-57-0068
E-mail:hiro-jin2912@ked.biglobe.ne.jp

令和4年度スキルアップ研修会は、現地開催とオンデマンド配信（WEB 開催）にて行います。
内容は、医療機関、臨床検査関連企業へ就職された臨床検査技師を対象とし、「高齢者領域の検査

解釈～異常値をどのように理解するか～」を紹介させていただきます。特別講演では管理栄養士と皮
膚・排泄ケア特定認定看護師から高齢者の栄養管理や褥瘡予防に関した内容で講演をいただきます。

令和4年度 愛臨技 スキルアップ研修会
『 高齢者領域の検査解釈 』

～異常値をどのように理解するか～
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